
 2-40

2.2.4 住民への広報、啓発 
 

水循環健全化の意義を伝えるためには、現状の水循環や水環境のすばらしさに触れ、ある

いは問題点に向き合い、保全・改善し、次代に伝えていくことの重要性を認識するための「き

っかけ」を数多く準備することが重要である。このような「きっかけ」や「仕組み」を行政

が積極的に整え、ＮＰＯ等の住民団体を中心にイベント等の具体化を行い、また、広報・周

知に自治会の伝達網やマスコミを活用するなど、関係者が一体となって取り組むことが、個

人レベルの意識啓発や参画者の拡大に有効である。 
また、かつて水環境が劣悪化した時代からの「継続的な取り組み」により現在の環境が整

備されてきた点や、水循環計画策定の議論や過程そのものを、水文化に関する教材として教

育現場等で活用する方法も、啓発手法として有用である。 
 
＜解説＞ 
 

(1) 流域全体の情報交換の場としてのホームページ運営 

住民活動や協働が活発な地域では、ホームページが情報交換やイベント周知等のツールと

して活用されています。ホームページのコンテンツが充実している事例として、印旛沼流域

水循環健全化緊急行動計画と、広瀬川創生プラン～悠久の流れ～の例を示します。 
 

 
http://www.pref.chiba.lg.jp/syozoku/i_kakai/inbanuma/index.htm 

図 2-27 印旛沼流域水循環健全化緊急行動計画のホームページ 
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http://www.hirosegawa-net.com/index.html 

図 2-28 広瀬川創生プラン～悠久の流れ～のホームページ 

 
(2) 地域の水文化に関する広報資料の事例 

住民が地域の水文化に親しみ、触れるきっかけとなり得る広報資料の事例を、図 2-29～図 
2-31 に示します。 
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図 2-29 とやま名水マップより引用 

 

図 2-30 とやま水博物館(フィールドミュージアム)の紹介資料 
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図 2-31 椹野川流域の自然紹介資料 


